
地域連携を通して社会の創り手育成を目指す安全教育プログラムの開発
ー義務教育段階における授業実践を事例にー

【R7年度設立50周年記念特別賞記念講演：11月28日（金）＠住友会館（泉ガーデンタワー42階）】

愛媛大学教育学部 井上昌善
PC：inoue.masayoshi.xk@ehime-u.ac.jp



研究助成（2019）の成果と発展内容

（１）本研究助成に基づく主な成果
【研究論文】
・井上昌善（2021）「外部人材の活用を通して社会的有用感の育成を目指す社会科授業構成 : 中学校社
会科単元における外部人材に対する教師の働きかけに着目して」日本社会科教育学会『社会科教育研究』
NO144,12－26頁．（査読付）
【商業誌などへの掲載】
・井上昌善（2022）「GISを活用して地域の安全を担う市民育成を目指す教育プログラムの開発 ―中学校
社会科地理的分野単元『三津浜安全プロジェクト』を事例として―」一般社団法人日本交通安全教育普及
協会『月刊誌交通安全教育』672巻,6－15頁．
・井上昌善（2021）「地域社会における未来の担い手を育成 中学生が地域の危険な場所・安全を守る取
り組みを調査！」ESRIジャパン株式会社『ArcGIS活用事例集Case Studies Vol.17 創造的な人材育成』
28-29頁．
【受賞】
・2020年度地理情報システム学会賞受賞
井上昌善（2020）「GIS の活用を通して地域の安全を担う市民育成を目指す教育プログラムの開発」

（２）関連する主な研究成果
【研究論文】
・井上昌善（2024）「外部連携を通して市民性育成を目指す復興まちづくり学習 -被災地における小学校の総
合的な学習の時間の単元開発を通して-」防災教育学会『防災教育学研究』4巻2号,1-12頁．（査読付）
・井上昌善（2022）「エージェンシーの育成を目指す小学校社会科授業構成 －外部連携を通した単元開発を
事例として－」社会系教科教育学会『社会系教科教育学研究』34号,31-40頁．（査読付）
・井上昌善（2021）「外部人材と子どもの熟議を促す社会科授業構成の原理と方法 : 地理的分野『地域に届
けるハザードマップ』の開発と実践を通して」全国社会科教育学会『社会科研究』95号,1-12頁．（査読付）
【受賞】
・2022年度全国社会科教育学会研究奨励賞受賞
井上昌善（2021）「外部人材と子どもの熟議を促す社会科授業構成の原理と方法 : 地理的分野『地域に届け
るハザードマップ』の開発と実践を通して」全国社会科教育学会『社会科研究』95号,1-12頁．（査読付）

【関連する社会貢献活動（委員など）】
2023年7月～現在 西予市防災教育推進アドバイザー
2025年6月～現在 愛媛県教育委員会通学路安全推進委員会委員長
2025年6月～現在 西条市通学路安全対策アドバイザー
2025年6月～現在 砥部町通学路安全対策アドバイザー
2025年6月～現在 愛南町通学路安全対策アドバイザー

【研究キーワード】
外部人材の活用、主権者教育、議論（熟議）、教材・授業開発、社会科教育



次期学習指導要領に向けた方向性

一人一人の児童生徒が、自分のよさや可能性を認識するとともに、あらゆる他者を価値のある存在として尊
重し、多様な人々と協働しながら様々な社会的変化を乗り越え、豊かな人生を切り拓き、持続可能な社会の
創り手となることができるようにすることが必要
（中央教育審議会（答申）【概要】「令和の日本型学校教育」の構築を目指して,令和3年1月26日）

（文部科学省中央教育審議会教育課程企画特別部会「論点整理（素案）」令和７年９月５日教育課程企画特別部会資料１,５頁）



「こども」に対する見方の転換

（「令和7年10月23日教育課程部会社会・地理歴史・公民ワーキンググループ資料２「社会・地理歴史・公民に関する関連資料」18頁．）
（令和7年3月「松山市こども計画」概要4頁．）

こども・若者は社会づくりに参画できるという意識を持つことができる“場”の創出が課題
→自己と他者・社会との関わりに対する意味を見出す“授業”デザインの必要性

〇社会に影響を与える存在としての「こども」
「学習環境に肯定的な影響を与える可能性をもっていることだけではなく、それが政策立案者に新しい
洞察を与えるかもしれない」

（A・オスラー／ H・スターキー（著）清田夏代 関芽（訳）（2009）『シティズンシップと教育 変容する世界と市民性』勁草書房、75頁.）

〇「学校の外での価値」に基づく授業設計
テストや入試を重視する学校内の価値を超えた「学校の外での価値」を重視した授業設計の必要性

（フレッド・M・ニューマン（著）渡部竜也・堀田諭（訳）（2017）『真正の学び／学力ー質の高い知をめぐる学校再建ー』春風社、38-39頁より）



発表構成

１．学校における安全教育の特質と課題

２．GISを活用した交通安全教育の授業実践

３．今年度の交通安全教育の取り組み

４．交通安全教育の意義と可能性



【参考】学校における安全教育とは！？
「学校における安全教育は、児童生徒等が安全に関する資質・能力を教科等横断的な視点で確実に育むことができ
るよう、自助、共助、公助の視点を適切に取り入れながら、地域の特性や児童生徒等の実情に応じて、各教科等の
安全に関する内容のつながりを整理し教育課程を編成することが重要である。」

（１）生活安全に関する内容
日常生活で起こる事件・事故の内容や発
生原因、結果と安全確保の方法について
理解し、安全に行動ができるようにする。

（２）交通安全に関する内容
様々な交通場面における危険について理解し、安
全な歩行、自転車・二輪車(自動二輪車及び原動
機付自転車)等の利用ができるようにする。

（３）災害安全に関する内容様々な災害発生時
における危険について理解し、正しい備えと適
切な判断ができ、行動がとれるようにする。

①学校、家庭、地域等日常生活の様々な
場面における危険の理解と安全な行動の
仕方
②通学路の危険と安全な登下校の仕方
③事故発生時の通報と心肺蘇生法などの
応急手当
④誘拐や傷害などの犯罪に対する適切な
行動の仕方など、学校や地域社会での犯
罪被害の防止
⑤スマートフォンやＳＮＳの普及に伴う
インターネットの利用による犯罪被害の
防止と適切な利用の仕方
⑥消防署や警察署など関係機関の働き

①道路の歩行や道路横断時の危険の理解と安全な
行動の仕方
②踏切での危険の理解と安全な行動の仕方
③交通機関利用時の安全な行動
④自転車の点検・整備と正しい乗り方
⑤二輪車の特性の理解と安全な利用
⑥自動車の特性の理解と自動車乗車時の安全な行
動の仕方
⑦交通法規の正しい理解と遵守
⑧自転車利用時も含めた運転者の義務と責任につ
いての理解
⑨幼児、高齢者、障害のある人、傷病者等の交通
安全に対する理解と配慮
⑩安全な交通社会づくりの重要性の理解と積極的
な参加・協力
⑪車の自動運転化に伴う課題（運転者の責任）、
運転中のスマートフォン使用の危険等の理解と安
全な行動の仕方
⑫消防署や警察署など関係機関の働き

①火災発生時における危険の理解と安全な行動
の仕方
②地震・津波発生時における危険の理解と安全
な行動の仕方
③火山活動による災害発生時の危険の理解と安
全な行動の仕方
④風水（雪）害、落雷等の気象災害及び土砂災
害発生時における危険の理解と安全な行動の仕
方
⑤放射線の理解と原子力災害発生時の安全な行
動の仕方
⑥避難場所の役割についての理解
⑦災害に関する情報の活用や災害に対する備え
についての理解
⑧地域の防災活動の理解と積極的な参加・協力
⑨災害時における心のケア
⑩災害弱者や海外からの来訪者に対する配慮⑪
防災情報の発信や避難体制の確保など、行政の
働き
⑫消防署など関係機関の働き（文部科学省（2019）「第二章学校における安全教育」29-30頁）



１．学校における安全教育の特質と課題
（２）交通安全に関する内容

様々な交通場面における危険について理解し、安全な歩行、自転車・二輪車
(自動二輪車及び原動機付自転車)等の利用ができるようにする。

①道路の歩行や道路横断時の危険の理解と安全な行動の仕方

②踏切での危険の理解と安全な行動の仕方

③交通機関利用時の安全な行動

④自転車の点検・整備と正しい乗り方

⑤二輪車の特性の理解と安全な利用

⑥自動車の特性の理解と自動車乗車時の安全な行動の仕方

⑦交通法規の正しい理解と遵守

⑧自転車利用時も含めた運転者の義務と責任についての理解

⑨幼児、高齢者、障害のある人、傷病者等の交通安全に対する理解と配慮

⑩安全な交通社会づくりの重要性の理解と積極的な参加・協力

⑪車の自動運転化に伴う課題（運転者の責任）、運転中のスマートフォン使
用の危険等の理解と安全な行動の仕方

⑫消防署や警察署など関係機関の働き

【特質】
・「自助」が重視された内容となっている。
（①・②・③・④・⑤・⑥・⑦・⑧・⑪）
・「共助」（⑨・⑩）、「公助」（⑫）の
内容は限定的である。

【課題】
・個人の安全行動の理解が重視された授業
となる（特定の行動の一方的な強要を重視
する指導になる可能性）
→「共助」や「公助」の観点から社会のあ
り方について考えさせる学習活動が軽視さ
れる可能性。

◎子ども自身が社会づくりに関与できる、社会に影響を与えることができると
いう社会参加意識を持つことができにくい内容編成になっているのではないか。



社会の創り手育成を目指す授業の学習原理

【目標】
地域社会の創り手の育成
→地域社会の課題を理解し他者と協働しながら解決方法を考える力の育成

【内容】
自己関与できる社会的課題の取組（仕組み・方法）
→学習の社会的意味の理解を通した課題解決の担い手としての自覚化

【方法】
課題解決に関わる人たちとの対話
→問題意識の共有・課題の批判的検討



【本単元の目標】
地域の危険な場所の特徴をふまえ、危険を防ぐための取組について多面的・多角的に考察することを
通して、安全を守るための取組に対して自己が関わることができることに気付き、地域の安全を守る
ためにできることを地域住民として考えることができる。

２．GISを活用した交通安全教育の授業実践ー公立中学校の場合－
「三津浜安全プロジェクト」の実践（２０２０年１月１４・１５・１７日に実施）
中学２年生約１５０名を対象（C日本の様々な地域（１）地域調査の手法と（４）地域の在り方を関連付けた学習）

【ご協力いただいた方々】
・愛媛大学教育学部の学生、esriジャパン、松山西警察署

主な学習テーマ 主な学習内容
第一段階
課題把握

第一時～三時

◎私たちが生活する身近な地域では、どの
ような場所で交通事故が多く起こっている
のだろうか。

〇身近な地域の危険な
場所の特徴について。

第二段階
課題の解決方法の考察

第四時

◎私たちが生活する身近な地域では、危険
を防ぐためにどのような取組（交通事故を
防ぐための取組）が行われているのだろう
か。

〇身近な地域の危険を
防ぐための取り組みに
ついて。

第三段階
望ましい解決方法の構

想
第五～六時

◎私たちが生活する身近な地域の安全を守
るための取り組みをふまえて、私たちにで
きることを考えよう。

〇危険を防ぐための取
り組みを行う上で生じ
る課題やその解決方法
について。

【表１】 本単元「三津浜安全プロジェクト」の概要

地域の危険な場所や安全対策の特徴について理解を深めたうえで、地域の
安全を守るためにできることを考える授業モデルの提案

（井上昌善（2021）外部人材の活用を通して社会的有用感の育成を目指す社会科授業構成 : 中学校社会科単元における外部人材に対する教師の働きかけに着目して,日本社会科教育学会,社会科研究,1-12頁.）







A評価の生徒のワークシートの記述内容
＊Step0・Step3の学習課題:身近な地域の安全を守るために私たちにできることを考えよう。
＊Step4の学習課題:「Step0」と｛Step3｝の自分の考えを比較して、新しく加わった点や気付いた点
を書こう。

A評価の生徒①
Step0
（単元前）

・(ア)信号を守る。夜に一人でゲームセンターに行かない。ヘルメットを着用する。自転車が来た時に
避ける。知らない人に合わない。横断歩道では赤は停まって青で進む。（原文ママ）

Step3
（単元後）

（イ）私たちにできることは三津浜にも危険な場所はたくさんあるということを私たちだけが持ってお
くのではなく、地域の人たちに伝えていくことだと思います。伝える手段はたくさんあります。SNSを
使う、地図を配る、ポスターにするなどありますが、お年寄りの方や体が不自由な方など地域にはたく
さんの人が住んでいます。それぞれに合った伝え方を見つけなければならないというのが課題です。ま
た、（ウ）私にできることは意見を伝えることです。まもるくんの箱などを使って危険な場所があって
改善してほしいと伝えることです。ただ、その改善してほしいところがみんなにとって重要なことか、
障がいをもっている人にとって不便じゃないかなど様々な目線で考える必要があると思います。（原文
ママ）

Step4
（単元後）

・今までは交通ルールを守ることしか私たちにできないと思っていました。（エ）フィールドワークの
授業を受けて私たちも情報を伝えられるということを知りました。また、（オ）交通ルールを守るとい
う視点からは、結果的に身を守ることしか考えていませんでした。しかし、危険なポイント、安全ポイ
ントを知ることで、地域全体に広めようと考えるようになりました。地域には高齢の方や体が不自由な
方などたくさんの世代、たくさんの立場の人が住んでいるということを改めて感じることができました。
「みんな」が安心安全で暮らすことができるよう、私たちができることを行動に移していきたいと思い
ます。（原文ママ）

【生徒①の思考の特性】
○危険な場所を発信することの必要性を感じている一方で、多様な立場の人た
ちに伝わるような情報の発信の方法が課題となることに気付いている
○地域の安全を守るという課題解決のために、情報を発信する主体(市民)とし
て関わることができることに気付いており、多様な地域住民の立場をふまえて
自分たちができることを考え、行動することの重要性について理解を深めてい
る



アンケート結果（N=35）に基づく教育的効果の検討

授業前後のアンケート結果を比較すると、①～④のどの項目の割合の数値も向上している。このことから、本単元の学習を
通して、多くの生徒は自己肯定感や自己効力感及び自己有用感を高め、社会参画意識を醸成することができていると言える。
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活用する方法について知っていますか？（授業
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用する方法について知ることができましたか？

（授業後）

4よくできた
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2あまりできなかった



３．今年度の交通安全教育の授業実践

◎愛媛県内の愛南町、砥部町、西条市がモデル地域（通学路交通安全プログラムの
実践地域）

→下記の学校・日程で交通安全教室（出前授業）を実施

（愛南町立平城小学校第5学年）

7月10日、10月30日

（砥部町立砥部小学校第6学年）

10月27日

（西条市立中川小学校第6学年）

9月30日、10月21日、12月16日

小学校

教育委員会

関係機関

家庭・地域

大学



西条市立中川小学校授業の概要①（9月30日）

①子どもたちによる危険箇所の調査・改善要望の表明

②改善までのプロセス・改善状況の確認

③交通安全について考える授業の意味の理解



中川小学校授業の概要②（10月21日）

①導入：予想したことを
発表する。

学習課題（めあて）地域の安全を守るために必要な情報について考えよう！

②展開：デジタルマップに掲載
されている危険箇所・安全対策
の情報を読み取る。①の確から

しさを検証する。
③整理：意見交換した結果を

まとめる。

（2025年10月21日西条市立中川小学校出前授業より）



デジタルマップの活用場面

②展開：デジタルマップに掲載されている情報を読み取る。
→「危険箇所として設定した理由」、「対策状況」を確認することにより、警察や道路管理者などさまざまな立場の人たちが地域の安全にかかわってくれていることに気
づいていった。
→「時間別発生事故数」、「曜日別発生事故数」のグラフの読み取りを通して、事故の発生要因について意欲的に追究しようとする意識の高まりがみられた。



【授業前】
・白線に見えずらいところ。
・曲がり角で死角になっているところ。
・お店の前の曲がり角。

授業の結果

【全体の傾向】
全体的に授業前は、必要な情報について日常生活の中で目に見えるものを重視して判断している
傾向にある。
授業後は、事故の発生要因に関わる情報（目に見えない情報）を重視して判断している傾向にあ
る。また、複数の視点から考え関連付けることの重要性に気づくようになっている子どもの存在
も確認できる。

生活体験に基づく主観的な
判断

【授業後】
・事故に関連している部分を見つけて、関連づけることが大切。
・年齢や天気によって事故が起こる回数が変わっている。
・曜日。（金曜日に事故が多く起こっている。）

事故の発生要因に関わる情報に
基づく客観的な判断



（2025年10月25日愛媛新聞朝刊地域二面より）

【教員志望学生による出前授業】

自己の交通安全意識の高まり＋交通安全教育を担当する教師に求められる授業実践力の向上

2025年12月16日に小学生による学習成果報告会を開催予定



【参考】砥部町立砥部小学校の授業概要

①地域のFW（危険箇所の
調査）

②FWの結果をまとめる。改善し
てほしいことを提案する。

③関係者からフィードバックを
もらう。



４．交通安全教育の意義と可能性

◎子どもの意見を反映することにより、地域の安全を守りさらに高めることにつながる。
（地域社会）
◎自分たちの提案が社会づくりにいかされるという実感を通して地域への愛着が高まり、社
会参加意識が形成され、社会の創り手としての資質を高めることにつながる。（学校）



ご清聴ありがとうございました。

みなさまとの出会いに感謝いたします。


